























































日は講元（現町会長）、23 日と 31 日は富士


















































































































































名・評議員 8 名・組長（13 号組各 1 名）13 名・
檀徒総代 3 名・氏子総代 2 名・男子老人会長
と女子老人会長各 1 名・豊浜消防団 3 名・私
設消防団 3 名・湛水防除委員浦の山係 5 名・
湛水防除里の浦係 5 名・防潮扉委員 7 名・民
生委員 1 名・農業委員 1 名・豊浜土地改良区
理事 2 名・豊浜土地改良区総代 5 名・北部土
地改良区理事 1 名・北部土地改良区総代 2 名・















































行っている。対象年齢は 3 歳から 14 歳まで







































































21 名、付き添い（世話人）5 名、七合目で 1
名が合流したため計 27 名である。
17 時 00 分、バスが富士山富士吉田口五合
目に到着する頃、土路では老人会や講中の家


















ることになる。23 時 45 分、山小屋で準備中
との連絡が入り、踊りもオヤマの広場に集合
して待機する。町会長（講元）の挨拶の後、
再び歌と踊りが始まる。0 時 45 分、休憩。
何度かの休憩を繰り返すが、吉田口登山道
が渋滞していてなかなか進まないとの連絡が












































池（池之坊）14 と借りて 34 貫 64 文、下山
の宿泊分として 12 貫 203 文、総計 46 貫 676
文であった。このほかに茶代として金 2 朱を

































































































































































































































































 1 　北村とよ『我流の豊浜巷談』私家版、2012 年
 2 　1 に同じ。













 8 　3 に同じ。
 9 　『三重県の民謡』三重県教育委員会、1990 年
10　『鳥羽市史』下、鳥羽市、1991 年
〈謝辞〉
本稿では土路富士講の講元、世話人ほか多くの方々
から聞取りや資料の提供を受けました。また、鳥羽
郷土史会員の江崎満氏、奈良教育大学非常勤講師の
荻野裕子氏、静岡県富士山世界遺産センター准教授
の大高康正氏にも多くの御教示を賜りました。ここ
に改めて御礼申し上げます。
